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近年マイクロプラスチックなど⾼分⼦材料の環境負荷が⼤きな
問題となっており、優れた物性を持つだけでなく⾃然条件下で分
解されることが重要な要請となりつつある。本研究では分解性の
材料の⼀種として注⽬を集める解離型動的架橋エラストマーの粗
視化モデルを作成し、そのダイナミクス、物性の計算を⾏った。
内容
右図のように粗視化モデルとして作成した動的架橋エラスト

マーの分⼦動⼒学シミュレーションにより、動的架橋点配置の依
存性について検討した。
結果
今回のシミュレーションにより、動的架橋エラストマーの架橋

点配置を変えることで、架橋形態が変化し、有効な架橋点の数が
変わることから弾性率にも影響することが⽰された。
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図 シミュレーション対象の分⼦構造モデル


